















































































































































1 0 3 11 4 材料加工 国立大学 研究所 教授
2 0 0 21 4 化学 国立研究所　 総合研究官
3 46 4 47 4 化学 国立大学　 工学部　 教授
4 207 18 269 28 半導体 国立大学　 工学部　 教授
5 66 20 67 22 微細加工 国立大学　 工学部　 教授
6 5 0 5 6 電子 国立大学　 工学部　 教授 元国立研究所
7 0 0 7 8 機械 国立研究所　 研究室長
8 0 0 41 8 化学 国立研究所　 総括研究官
9 37 6 50 6 生物 国立大学　 工学部　 教授




番号 特許番号 発明の名称 出願日 発明者
特許1 特開平8－ 12443 超塑性窒化ケイ素焼結体 94／06／30 三友、広津留、末松、西村
特許2 特許第2600116号 超塑性窒化ケイ素焼結体とその製造方法 94／11／09 三友、西村、広津留
特許3 特開平8－133843 超塑性窒化ケイ素焼結体とその製造方法 94／11／09 三友、西村、広津留
特許4 特開平8－208341 超塑性窒化ケイ素焼結体とその製造方法 95／01／24 三友、西村、広津留
特許5 特開平8－239270 超塑性窒化ケイ素焼結体とその製造方法 95／03／03 三友、広津留、KIM
表6　比較した学術論文のリスト

















特許7 第2756474号 同上 同上 同上
（同上特許が登録されたもの） （98／03／13登録）
表10　比較した論文のリスト
番号 雑誌名 論文の名称 掲載日 著者
論文4 Nature Light－inducedamphiphilicsurfaces 97／07／31 A．FLdishima
T．Watanabe
表13　比較した論文リスト
番号 雑 誌 名 論 文の 名称 著 者
論 文 5 Nature
97／01／30
Episodicjetsfrom blackhoJesandprotostars RachidOuyed，et．al．
論 文 6 Nature Radicalfringepositionstheapicalectoermalridgeatthe ConcepcionRodriguez－Esteban．
97／03／27 dorsoventralboundaryofthevertebratelimb et．aI．
論 文 7 Nature ExpressionofRadicalfringeinlimb－budectoderm regulates EdLaufer，et．aL
97／03／27 apicalectodermalridgeformation
論 文 8 Nature
97／05／29
Measurementofthequantum statesofqueezedIight G．BreitenbaCh．et．aI．
論 文 9 Nature PropagationofaCtivity－dependentsynapticdepressioninsimple RM Fitzsimonds．et．aL
97／07／31 neuralnetworks
論 文 10 Nature
97／09／25
Lunaraccretionfrom animpact－generateddisk Shigerulda，et．al．
論 文 11 Nature GeologicalrecordandreconstructionofthelatePIioCene R．Gersonde，et．al．
97／11／27 impactoftheEltaninasteroidintheSouthernOcean．
論文 12 Nature Thecompletegenomesequenceofthehyperthermophilic， Hans－PeterKJenk．et．al．
97／11／27 Sulphate－reducingarchaeonArchaeoglobusfulgidus




番号 公開特許番号 発明の名称 公開日 発明者
特許8 特開平10－　92639 高電気抵抗を有する磁気抵抗膜 98／4／10 小林、大沼、増本
特許9 特開平10－227368 流体制御装置 98／8／25 大兄、唐土、山路、田中、平尾、川野
鹿瀬、横山、倉持、波多野、池田
特許10 特開平10－226856 金属ガラス合金の製造方法 98／8／25 水嶋、牧野、井上
特許11 特開平10－221574 信号光の光源と光ファイバとの結合構造 98／8／21 小池、越部
特許12 特開平10－154219 超音波紙枚数測定装置 98／6／9 戸田








特許17 特開平10－200375 弾性表面波機能素子 98／7／31 山之内、佐藤、後藤、久世
表15　学術論文中の各構成部分の文字量比較
論 文4 論 文 5 論 文 6 論 文 7 論 文 8 論 文 9 論 文 10 論 文 11 論 文 12 論 文 13
技 術 分 野 光触媒 天文学 遺伝学 遺伝学 量子物理 神経 天文学 地質学 遺伝学 動物学
緒 言 （技 術 概 要 説 明 ） 10％ 19％ 14％ 20％ 10％ 10％ 20％ 14％ 5％ 15％
実 験 方 法 3％ 15％ 7％ 11％ 59％ 18％ 11％ 10％ 10％ 24％
実 験 結 果 とその 考 察 72％ 64％ 74％ 65％ 29％ 59％ 55％ 75％ 82％ 50％
技 術 応 用 例 の紹 介 ・将 来 展 望 ●ll 2％ 5％ 4％ 1％ 13％ 15％ 2％ 2％ 12％
表16　特許中の各構成部分の文字量比較
特許6 特許8 特許9 特許 10 特許 11 特許 12 特許 13 特許 14 特許 15 特許 16 特許 17
技術分野 光触媒 磁性薄膜 装置 合金 光ファイバ 装置 加工法 電解槽 光触媒 ホログラム 素子






産業上 の利用分野 0％ 4％ 0％ 1％ 1％ 0％ 1％ 1％ 0％ 1％ 0％
従来の技術 0％ 12％ 7％ 3％ 17％ 0％ 18％ 32，i 3％ 3％ 6％
発明が解決 しようとす る課題 12％ 7％ 2％ 7％ 1％ 0％ 9％ 4％ 2％ 4％ 2％
課題を解決するための手段 0％ 23％ 14％ 8％ 45，i 12％ 20％ 19％ 36％ 25％ 6％
作用 0％ 11％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％
発 明の実施の形態 0％ 0％ 刀∬ 30％ 26％ 27％ 0％ 18％ 0％ 48％ 24，i
実施例 39，‘ 20％ 併 25％ 0％ 40％ 35％ 14％ 43％ 0％ 42％
発 明の効果 0％ 3％ 0％ 8％ 2％ 4％ 3％ 4％ 4％ 3％ 3％




















































































































































































































































































出願 人 公開 公告 出願人 公開 公告
東京大学 22 18 東芝 62364 12267
京都大学 8 19 日本電気 59170 18237
東北 大学 19 12 松下電器産業 55635 18237
名古屋 大学 30 27 日立製作所 52105 15216
大阪大学 15 16 富 士通 40626 9178
九州大学 11 9 ソニー 36921 4502
東京工 業大学 35 48 三菱電機 32225 11103
早稲田大学 24 37 東レ 6967 2069
慶応義 塾大学 0 0 三菱化学 4451 1432
同志社 大学 0 0 新 日本製織 18711 4108




1 増本　 健 東北大学 137
2 大兄忠弘 東北大学 126
3 井上明久 東北大学 98
4 小池康博 慶應義塾大学 70
5 戸田耕司 防衛大学校 64
6 畑村洋太郎 東京大学 43
7 古屋長一 山梨大学 39
8 藤嶋　 昭 東京大学 31
8 木村光照 東北学院大学 31


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































［16］Fujigaki．Y．，Filling the Gap Between the Discussionin Science and Scientist’s Everyday’s
Activity：Applying theAutopoiesis System Theoryto Scientific Knowledge，SocialScience
Information，37，（1998）
［17］Fujigaki．Y．，The CitationSystem：CitationNetworkasRepeatedlyFocusingonDi鮎rence，
Continuous Reevaluation，and as Persistent Knowledge Accumulation．Scientometrics，43，
（1998）
［18］Hirasawa．R．，DiscussionFrameworkandAutopoieticParadigmforPolicyCreation，Handout－
paper，InternationalWorkshoponStrategicModelsfortheAdvancementsofNationalR＆D
Systems．（1997）
［19］柳孝、21世紀に向けた国の科学技術推進システムの在り方一国の科学技術活動の変革に向けて
－、科学技術庁科学技術政策研究所DiscussionPaperNo．2（1997）．
［20］米本昌平、研究と政治の結びつく先進国をめざせ、中央公論、1996年2月号
［21］米本昌平、知政学のすすめ一科学技術文明の読みとき、中央公論社（1998）
［22］林隆之、平澤冷、研究・技術計画学会　第12回年次学術大会講演要旨集（1997）
［23］東京新聞1998年10月2日社説
［24］日本経済新聞1998年5月12日
［25］特許行政年次報告書1998年版、特許庁（1998）
［26］対馬正秋、中澤康晴、研究・技術計画学会　第12回年次学術大会講演要旨集（1997）
［27］小野耕三、渡部温、実際の知的所有権と技術開発、日刊工業新聞社（1995）
［28］特許法（昭和34年4月13日法律第121号、最終改正平成8年6月26日法律第110号）
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